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子どもたちの豊かな学びを願って 
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１０月２９日（水）に、松本市立波田中学校のコミュニティスクール研修会に参加させていただきました。

この会は、子どもたちのより良い成長を願って意見交換をすることを目的として、運営委員会の皆さん（公民

館長、子ども育成会長、学校応援団副会長、町会連合会代表、商工会長、民生児童委員副会長、スポーツ協会

会長、前PTA会長、現PTA会長、生徒、学校職員）、ボランティア協議会会長、まちづくり協議会会長、２、

３年生の生徒などが参加し、ワークショップを行いました。その様子を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの様子 

話し合うテーマ【波田中学校の子どもたちに、どんな大人になってほしい（なりたい）ですか？】 

【こんな大人になってほしい願いの共有】 
★笑顔あふれる人 ★元気で健康な人 

★思いやり、優しさをもてる人 

★助けてを言える人 ★礼節をもてる人 

★挑戦し、学び続ける人 

★自分に誇りをもてる人 

★自分と他者の幸せを願う人 

★地元愛がある人 ★夢をもてる人 

 

 

 

【願う姿の実現に向けた活動を共有】 
★自分から感謝を伝える 

★何事にも積極的に挑戦する 

★人前に立つ機会をつくる 

★好き嫌いなく食べる 

★仲間を大切にする 

★世代を超えて交流する、活動する 

★地域の人と本音で語り合う 

★自分の好きを貫く、続ける 
【話し合いの様子】 
〇自分の考えを積極的に付箋に書き、「子どもたちに願う姿」が溢れ出ていました。 
〇たくさんの活動のアイデアが出て、一つ一つのアイデアに「いいねぇ！」と声 
が上がりました。 

〇笑顔があふれ、和気あいあいと、和やかな雰囲気で話し合いが進んでいました。 
〇自分の願いや思いを語る目はキラキラと輝いていました。 
〇発言者の話に相槌を打ちながら真剣に聴いていました。 
 
 
 
 
 
 

 
【生徒の感想】 
・積極的に話し合いに参加することが大切だと思った。
これからに生かしていきたい。生徒会全体で、より良
い学校に、よりよい波田にしていきたい。 

・地域の方との交流、関わりが少ないので、生徒会で改
善し、活性化させたい。 

・地域の方や先生たちが、自分たちのために話してくれ
ることが嬉しかった。友達にも伝えたい。 

 
【地域の方の感想】 
・子どもと話ができて良かった。コロナが収束して集ま
れるようになって良かった。 

・できることをできる範囲でやっていく。ＰＴＡをＰＴ
ＣＡにしたい。本校の生徒をサポートしたい。 
※Ｃとは、地域住民（Community）のことです。 

 
 
 

ワークショップを終えての感想 

ワークショップでは、参加者同士が願いや思い
を共有し、具体的な活動を考え、会話が途切れな
いほど大盛り上がりでした。参加者の皆さんの「波
田中の子どもたちへの熱き思い」を感じました。
また、生徒も積極的に自分の考えを伝えるととも
に、参加者の方の考えを相槌を打ちながらじっく
りと聴き、一緒に考え合う姿がありました。 
ワークショップを通してお互いの顔を知り、心

のつながりができ始めたのではないかと思いま
す。共通の目標やビジョンに向けて、地域と学校
がパートナーとなってより良い関係を築くこと、
子どもも大人も楽しみながら一緒に活動すること
が、子どもたちの成長にとって大切であり、子ど
もたちの学びに大きな影響を与えるとともに、豊
かな学びへとつながっていくはずです。 
子どもたちがのびのびと、いきいきと活動に取

り組めるよう、波田中ならではの、らしさ、を大
切にしながら歩んでいきたいですね。 
 


